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令和４年６月１４日現在

修士（博士前期）課程

分　野　等 研　究　内　容

教　授

助　教

藤田　知道

Marcel Pascal Beier

「発生・環境応答・進化」をキーワードに，ヒメツリガネゴケ，ゼニゴケ, シロイヌナ
ズナなどを用い，分子細胞レベルで研究する。植物幹細胞の細胞極性や不等分裂，細胞
周期，細胞間コミュニケーションのしくみを調べ，植物細胞の全能性や増殖・分化の分
子基盤を明らかにする。また植物の成長とメカニカルストレスや環境ストレス応答のク
ロストークのしくみを明らかにし，植物がいかに環境に適応し成長するのか，またその
しくみをどの様に進化させてきたのかを調べ，極限悪環境下・地球外惑星(火星など）
や宇宙船内でもよく育つ植物の創出を目指す。そのためアブシジン酸，オーキシン，光
シグナル伝達にも注目している。
https://keitai1.sci.hokudai.ac.jp/

准教授 楢本  悟史

植物は動物とは異なり移動できませんが、植物のからだのなかで、オーキシンを極性輸
送することで、外部環境に応答しながら、個体の発生・成長を制御しています。本研究
室では（１）オーキシン極性輸送の分子メカニズム、および（２）その進化のプロセ
ス、（３）植物形態の多様化における役割に関する研究を行います。また、（４）光・
重力、土壌環境などの外部環境がオーキシン極性輸送に作用し、発生・生長を制御する
メカニズムに関して研究を行います。加えて、（５）葉の形態多様化、共生などの進化
生物学的に興味深い現象についても研究を行います。
https://keitai1.sci.hokudai.ac.jp/

准教授 綿引　雅昭

生命システムは遺伝子発現の時間的，空間的な制御機構によって成り立っています。私
たちは植物ホルモンや光に応答する遺伝子群に着目し，遺伝子発現を詳細に解析してい
ます。具体的には１）ルシフェラーゼやGFPを用いた時間的空間的な遺伝子発現プロ
ファイリング，２）発現プロファイリングに基づくシミュレーション植物の構築，３）
時空間制御の基盤となる遺伝子群の探索などです。
http://www.sci.hokudai.ac.jp/watahiki/mkwhp/index.html

准教授 伊藤　秀臣

本研究室では，陸上植物を実験材料として，ゲノム構造の変遷機構・遺伝子の発現調節
機構に関する研究を行い，植物の環境適応機構の解明を進めています。RNA分子の関わ
る遺伝子発現制御機構や，動く遺伝子トランスポゾンがゲノム構造や遺伝子発現に与え
る影響について，環境ストレス応答との関連性に焦点をあてた研究を行っています。こ
れらの研究を通して，植物の巧みな生存戦略について理解しようとしています。
https://www.sci.hokudai.ac.jp/Cellfunction_Structure3/

准教授

助　教

佐藤　長緒

髙木　純平

地表に固着して生きる植物は，厳しい環境変化に対して，様々な外部環境シグナルの統
合というプロセスを経て，細胞・組織内の微環境を変化させ，個体としての生存と成長
最適化を実現している。このような優れた環境適応ダイナミズムの分子機構解明を目的
とした研究を進めている。具体的には，１）タンパク質翻訳後修飾（ユビキチン化･リ
ン酸化）を介した細胞内膜交通系制御，２）細胞死研究を中心とした植物免疫制御，
３）栄養シグナルによる「花成」制御機構に関する研究，を行っている。
http://www.sci.hokudai.ac.jp/CSF2-web/

准教授 千葉由佳子

植物は様々な環境変化に常に対処しながら生育している。それには様々な遺伝子発現調
節が伴うが，これまでの研究のほとんどは転写制御に注目して行われてきた。しかしな
がら，実際の細胞内のmRNA量は合成と分解のバランスにより調節されており，我々はそ
の両方の制御を理解することによって，植物の持つ巧妙な環境応答機構を分子レベルで
明らかにすることを目指している。具体的には，低温ストレスや糖および二酸化炭素過
剰ストレス応答に関わるmRNA合成と分解の協調的制御の研究を，モデル植物であるシロ
イヌナズナを使って行っている。
https://www.sci.hokudai.ac.jp/~yukako/

研究指導担当分野等及び研究内容一覧表

生命科学専攻　生命システム科学コース

担　当　教　員

細胞高次機能科学

環境応答統御科学
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分　野　等 研　究　内　容

教　授 小川　宏人

昆虫をモデルとして，カルシウムイメージングなどの光学計測法による感覚情報処理や
運動方向制御の神経機構の解析を行い，個体の行動の基盤となる「神経システムアーキ
テクチャ」の理解を目指す。現在の主な研究テーマは，1）音源定位ナビゲーションを
実行する神経回路の全計算過程の解明，2）巨大介在ニューロンにおける刺激方向の抽
出と統合アルゴリズムの研究，3）気流方向情報の集団細胞活動によるコーディング様
式の解明，4）異種感覚統合による逃避行動変化の解析，5）逃避戦略における行動選択
の意思決定機構の解明など。
https://www.sci.hokudai.ac.jp/~hogawa/

教　授 和多　和宏

親鳥のさえずりを学習するsongbird(鳴禽類 ソングバード)を動物モデルとして用い，
分子生物学・神経生物学・動物行動学といった研究手法を駆使し，動物行動の形成原理
を「生まれと育ち」の観点から明らかにしていく研究を進めている。特に、１）音声発
声学習とその臨界期制御に関わる神経回路の動作原理の理解，２）発声行動進化を支え
る分子ゲノム基盤の解明，そして３）これらの研究応用の一つとして吃音発症の神経行
動学的理解を目標としている。　http://www.wada-lab.org/

准教授 相馬　雅代

動物行動学・行動生態学・比較認知科学・進化生態学といった側面から，鳥類の家族関
係や社会関係に着目し，求愛行動やコミュニケーション行動の機能と適応的意義を探る
ことで，行動を支える高次認知機能の進化の解明を目指している．主たる研究テーマ
は，(1)鳥類における求愛ディスプレイの個体差と機能，(2)鳥類の親子関係における視
聴覚コミュニケーション，(3)母鳥の産卵繁殖行動および母性効果の適応的意義，な
ど。
http://www.lfsci.hokudai.ac.jp/search/system/soma.html

准教授

助　教
助　教

田中　暢明

西野　浩史
Michael Schleyer

ショウジョウバエを用いて、匂いの情報が処理される機構や、その処理が個体の気分や
体調によって調節される機構を研究しています。また、ショウジョウバエの幼虫が、過
去の経験などから次の行動を決定するメカニズムや、その決定がドーパミンによってど
のように調節されているか調べています。さらには、昆虫の感覚情報処理能力を解き明
かすことで、環境低負荷型の害虫防除法やセンサー開発に役立てることも目指していま
す。昆虫以外にも、イカの関節や骨格のない肉体の運動制御や感覚情報処理機構の研究
も開始しました。いずれも個々の神経の構造から機能まで明らかにするために、遺伝
学、解剖学、行動学、生理学の実験手法を組み合わせて研究を行っています。
https://www.sci.hokudai.ac.jp/grp/tanaka/lab/index.html
https://www.es.hokudai.ac.jp/labo/nishino/

教　授 勝　　義直

当研究室では，ステロイドホルモン，ステロイドホルモン受容体をキーワードとして国
内外の研究者と共同研究を進めながら以下の研究を行なっている。（１）ステロイドホ
ルモン受容体遺伝子の分子進化の解明，（２）主に魚類を材料にした内分泌かく乱物質
の影響調査と試験法の開発，などである。
https://www.repdev-katsu.jp/index.html

教　授

助　教
助　教

黒岩　麻里

吉田　郁也
水島　秀成

遺伝的に性が決まる生物では性の決定を担う遺伝子が存在し，その性決定遺伝子が連鎖
する染色体を性染色体とよびます。性染色体をもつ生物の中には，進化過程において性
染色体に分化が生じ，形態的にも機能的にも雌雄間で違いが生じているものがいます。
また，性染色体の組み合わせ（XX, XYあるいはZZ, ZWなど）は受精の段階で決定されま
す。私たちは，脊椎動物の性決定，性分化，受精，性染色体の機能，X染色体不活性化
に焦点をあて，それらの分子メカニズムや進化過程を探っています。
https://sites.google.com/site/kuroiwagroup/home

准教授 北田　一博

ヒトやマウス，ラットの全ゲノム配列が明らかとなった現在，生命現象に関わるほぼす
べての分子が，世界中のすべての生命科学者の前に平等な形で姿を現したといえます。
われわれは，得意分野である神経系や生殖器系を例にとって，個々の遺伝子の機能や遺
伝子間ネットワークを，地道に丹念に探求しています。
https://sites.google.com/site/kitadalab/

准教授 小谷　友也

卵母細胞の形成と初期発生を制御する分子機構を，魚類と哺乳類を用い遺伝学的・細胞
生物学的・分子生物学的に研究している。現在は次のテーマを進行している。（１）卵
母細胞の形成と初期発生に重要な役割を持つ新規因子の同定，（２）卵母細胞の形成と
初期発生過程における翻訳機構の役割解明，（３）生きた卵と胚における，RNAや蛋白
のイメージング技術の開発。

教授 木村　　敦

当研究室では哺乳類のゲノム機能と生殖・発生のメカニズムに関する研究を中心にし
て，以下のようなプロジェクトが進行中です。(1)マウス精子形成における多機能性ゲ
ノムとlong noncoding RNAの解析。(2)マウス卵巣における転写活性化。(3)精子形成と
胎盤分化におけるプロテアーゼ機能の解析。
https://www.sci.hokudai.ac.jp/~akimura/Molecular/Welcome.APK.html

准教授 荻原　克益

当研究室では，脊椎動物の生殖現象について分子レベルで解明する事を目的に研究を
行っている。特に，卵巣の機能に着目し魚類と哺乳類を用いて，（１）排卵機構に関す
る研究，（２）排卵の内分泌制御機構に関する研究，（３）濾胞選択の分子機構に関す
る研究，（４）排卵後の濾胞組織の運命（組織修復と迅速分解）に関する研究を行なっ
ている。
https://www.sci.hokudai.ac.jp/~kogi/Reproductive2/Welcome.html

※教員の構成は変わる可能性があるので，最新の情報については生命科学院ホームページ等で確認してください。

生殖発生科学

行動制御科学

生命科学専攻　生命システム科学コース

担　当　教　員
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